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酪
農
・
畜
産
情
勢
は
酪
農
家

戸
数
の
減
少
や
高
齢
化
の
進

行
、
労
働
力
不
足
の
問
題
か
ら

減
退
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
そ
れ
に
加
え
穀

物
・
肥
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の

国
際
価
格
の
上
昇
に
よ
る
世
界

的
な
物
価
高
騰
。
日
本
で
は
大

幅
に
円
安
が
進
み
、
酪
農
畜
産

分
野
に
お
い
て
は
生
産
に
係
る

費
用
増
と
継
続
的
な
生
乳
生
産

抑
制
、
個
体
販
売
価
格
の
下
落

に
よ
る
収
入
減
な
ど
、
農
家
経

営
は
過
去
に
経
験
の
な
い
程
の

厳
し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
の
生
乳
生
産
目

標
数
量
に
つ
い
て
は
、「
令
和

６
年
度
意
向
数
量
も
し
く
は
令

和
５
年
度
目
標
数
量
の
い
ず
れ

か
少
な
い
方
＋
１
％
」
と
前
年

度
を
上
回
る
数
量
で
決
定
さ

れ
、
当
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も
生
乳

生
産
目
標
数
量
達
成
を
目
指
す

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
複
数
年
に
わ
た
る
生
産
抑
制

に
よ
る
収
入
減
と
生
産
に
係
る

諸
費
用
増
に
よ
り
経
営
が
疲
弊

し
て
い
る
状
態
で
は
あ
り
ま
す

が
、
令
和
６
年
に
入
り
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
や
外
食
産
業
の
回

復
な
ど
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
需

要
拡
大
が
期
待
も
さ
れ
て
お

り
、
明
る
い
兆
し
も
見
え
て
い

ま
す
。「
生
産
抑
制
か
ら
の
脱

却
」「
生
産
基
盤
の
回
復
」
を

信
じ
、
各
種
補
助
事
業
な
ど
を

活
用
し
な
が
ら
計
画
的
な
生
産

基
盤
強
化
を
図
り
、
情
勢
変
化

に
対
応
し
う
る
柔
軟
で
生
産
性

の
高
い
経
営
の
確
立
を
目
指
し

た
目
標
達
成
に
向
け
て
の
営
農

計
画
策
定
と
な
り
ま
し
た
。

経産牛頭数 育成牛頭数 乳用牛頭数 馬 和牛

鶴居
６年度期首 4,326 3,375 7,701 5 181
５年度期首 4,386 3,600 7,986 3 200

差 △ 60 △ 225 △ 285 2 △ 19

幌呂
６年度期首 3,210 2,760 5,970 12 275
５年度期首 3,182 2,855 6,037 14 251

差 28 △ 95 △ 67 △ 2 24

白糠
６年度期首 2,337 1,914 4,251 21 171
５年度期首 2,379 1,829 4,208 29 158

差 △ 42 85 43 △ 8 13

音別
６年度期首 1,898 1,626 3,524 52 201
５年度期首 2,027 1,752 3,779 50 198

差 △ 129 △ 126 △ 255 2 3

合計
６年度期首 11,771 9,675 21,446 90 828
５年度期首 11,974 10,036 22,010 96 807

差 △ 203 △ 361 △ 564 △ 6 21

飼 養 頭 数 の 集 計

生 乳 生 産 の 集 計

（単位：頭）

（単位：t ％）
令和5年実績 

（クミカン年度）戸数 令和6年計画 
（クミカン年度）戸数 対比 令和5年度見込み 

（4 ～ 3月）
令和６年度見込み 

（4～3月） 対比

鶴居 39,773.7 36 41,017.7 34 103.1% 40,204.5 41,373.8 102.9%
幌呂 30,432.6 25 30,430.6 25 100.0% 30,509.4 30,534.0 100.1%
白糠 20,071.4 35 19,969.1 33 99.5% 19,981.4 20,032.6 100.3%
音別 15,319.6 22 15,019.1 21 98.0% 15,081.3 15,226.3 101.0%

ＪＡ計 105,597.3 118 106,436.5 113 100.8% 105,776.6 107,166.7 101.3%

白糠会場

音別会場

幌呂会場

鶴居会場
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２
月
14
日
、
鶴
居
村
総
合
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
当
Ｊ

Ａ
酪
農
振
興
会
主
催
の
「
酪
農

祭
」
が
４
年
ぶ
り
の
通
常
開
催

と
な
り
、
組
合
員
及
び
関
係
者

な
ど
合
わ
せ
て
52
名
が
参
加

し
、盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
酪
農
振
興
会　
對
木
隆
司
会

長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
北
海
道

立
総
合
研
究
機
構　
農
業
研
究

本
部　
中
央
農
業
試
験
場　
農

業
シ
ス
テ
ム
部　
研
究
主
幹　
金

子 

剛
氏
を
講
師
に
迎
え
「
酪

農
経
営
に
お
け
る
粗
飼
料
生
産

と
は
？
」
＋
「
育
成
経
費
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
酪
農
経
営
と
収
益

構
造
、
粗
飼
料
品
質
が
生
乳
生

産
に
与
え
る
影
響
等
、
デ
ー
タ

や
試
算
を
踏
ま
え
な
が
ら
詳
し

く
説
明
し
て
頂
き
、
会
員
の
皆

様
か
ら
も
質
問
が
出
さ
れ
る
な

ど
、
有
意
義
な
講
演
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
食
事
を
囲
み
親

睦
を
深
め
る
一
方
、
参
加
者
全

員
に
景
品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
大

会
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
楽
し
い

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
良
質
乳
出
荷
農
場
表
彰
式
で

は
、
令
和
５
年
１
月
～
令
和
５

年
12
月
出
荷
乳
量
に
対
す
る
体

細
胞
数
・
生
菌
数
が
優
秀
な
７

農
場
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま

さ
に
日
頃
か
ら
の
努
力
の
賜
物

だ
と
思
い
ま
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

酪農振興会『酪農祭』開催酪農振興会『酪農祭』開催

金子 剛　講師

【体細胞数の部】

最優秀賞 鶴　居 齊藤　和弘　農場

優秀賞 音　別 筥嵜　昌行　農場

優秀賞 音　別 中川　浩幸　農場

努力賞 幌　呂 竹中　憲之　農場

【生菌数の部】

最優秀賞 幌　呂 竹中　憲之　農場

優秀賞 白　糠 野上　　敏　農場

優秀賞 白　糠 水野　一巳　農場

表彰される齊藤さん・竹中さん

良質乳出荷表彰農場

ビンゴ１位は
組合長でした！
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第３５回第３５回
タンチョウフェスティバル開催タンチョウフェスティバル開催

　
２
月
11
日
、
鶴
居
村
総
合
セ
ン
タ
ー

前
庭
に
て
第
35
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
出
店
が
並

び
、
そ
の
一
部
ブ
ー
ス
に
て
当
Ｊ
Ａ
青

年
部
鶴
居
支
部
が
根
釧
牛
乳
３
０
０
本

の
無
料
配
布
を
行
い
ま
し
た
。
開
始
１

時
間
も
せ
ず
、
配
布
は
終
了
と
な
る
ほ

ど
大
盛
況
で
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
頂
け

ま
し
た
。
同
じ
く
女
性
部
鶴
居
支
部
は

ホ
ッ
ト
ド
リ
ン
ク
を
、
Ａ
コ
ー
プ
つ
る

い
店
は
鳥
串
や
豚
串
等
を
販
売
し
ま
し

た
。当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、

気
温
が
低
か
っ
た
為
、
販
売
し
た
温
か

い
飲
み
物
や
食
べ
物
は
皆
さ
ん
に
大
人

気
で
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
つ
る
ぼ
ー
も
参
加

し
た「
タ
ン
チ
ョ
ウ
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
」

や
、
恒
例
の
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
鳴
き
声
コ

ン
テ
ス
ト
」「
タ
ン
チ
ョ
ウ
耐
寒
競
技
」

が
行
わ
れ
、
参
加
者
・
観
客
か
ら
大
き

な
歓
声
が
上
が
り
大
盛
り
上
が
り
を
見

せ
ま
し
た
。

　
道
内
の
み
な
ら
ず
、
道
外
や
海
外
か

ら
も
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、
寒
い
中
の
お

祭
り
で
し
た
が
た
く
さ
ん
の
笑
顔
で
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

ホットドリンクには
ハートのマシュマロが
ぷかぷか♪かわいい♪

3



　
１
月
13
日
、
釧
路

市
民
防
災
セ
ン
タ
ー

に
て
部
員
研
修
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
近
年
、
災
害
が
多

く
発
生
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
当
日
は

防
地
震
体
験
や
煙
体

験
、
消
火
体
験
等
を

行
い
ま
し
た
。
今
回

の
体
験
を
通
し
、
改

め
て
災
害
の
恐
ろ
し

さ
や
事
前
の
防
災
対

策
を
学
ぶ
事
が
で
き

ま
し
た
。
女
性
部
員

の
方
々
か
ら
は
「
釧

路
で
発
生
し
た
地
震

を
思
い
出
す
」
と
過

去
の
釧
路
沖
地
震
に

つ
い
て
振
り
返
る
場

に
も
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
終
了
後
に

は
、
く
し
ろ
駒
形
屋

に
て
昼
食
を
と
り
、

災
害
に
つ
い
て
の
振

り
返
り
、
家
庭
を
預

か
る
女
性
と
し
て
の

立
場
等
、
大
切
な
こ

と
を
皆
さ
ん
と
話
し

合
い
、
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
考
え

る
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

女性部鶴居支部「部員研修会」開催！！女性部鶴居支部「部員研修会」開催！！

　
１
月
23
日
に
、「Farm

 Restaurant 
C

uore

（
フ
ァ
ー
ム
レ
ス
ト
ラ
ン 

ク
オ
ー

レ
）」
で
シ
ェ
フ
に
講
師
を
依
頼
し
、
乳

製
品
を
使
っ
た
料
理
講
習
会
を
行
い
ま
し

た
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は（
有
）茶
路
め
ん
羊
牧
場
の

羊
肉
を
使
用
し
た
、「
ラ
ム
肉
と
キ
ノ
コ

の
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
」、「
ほ
う
れ
ん
草
の
ス

ト
ラ
ッ
チ
ャ
テ
ッ
ラ
」、「
パ
ン
ナ
コ
ッ
タ

と
イ
チ
ゴ
の
ソ
ー
ス
」
の
３
品
作
り
、
そ

の
後
、
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
部
員

内
で
新
年
会
も
兼
ね
て
懇
親
会
を
行
い
ま

し
た
。

女性部白糠支部フレミズ部会「乳製品料理講習会」開催女性部白糠支部フレミズ部会「乳製品料理講習会」開催

　
１
月
24
日
、
食
堂
大
和
に
て
新
年
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
７
人
の
女
性
部
員
が
参
加

し
、
皆
さ
ん
で
歓
談
を
し
な
が
ら
、
美

味
し
い
料
理
を
囲
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昼
食
後
に
は
ビ
ン
ゴ
大
会
を

開
催
し
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
楽
し
ん

で
い
る
様
子
も
見
ら
れ
、
景
品
が
当

た
っ
た
際
に
も
、
大
喜
び
で
と
て
も
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
新
年
会
を
通
し
て
、「
ま
た
、

１
年
間
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
、

武
藤 

和
江
支
部
長
を
含
め
部
員
全
員

で
声
を
上
げ
、「
良
い
一
年
の
ス
タ
ー

ト
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！！
」

と
皆
さ
ん
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

女性部幌呂支部「　新年会　」開催女性部幌呂支部「　新年会　」開催
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１
月
９
日
、
焼
肉
さ
る
る
ん
で

当
Ｊ
Ａ
酪
農
振
興
会
鶴
居
支
部　

部
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
部
員
・
役
職
員
12
名
が
参
加
。

藤
澤 

誠
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、

北
海
道
農
業
共
済
組
合
ひ
が
し
統

括
セ
ン
タ
ー　
釧
路
西
部
支
所　

鶴
居
家
畜
診
療
所　
安
倉 

悠 

獣

医
師
を
講
師
に
迎
え
、「
分
娩
時

の
異
常
と
対
応
に
つ
い
て
」
お
話

し
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
研
修
会
終
了
後
に
は
懇
親
会
が

行
わ
れ
、
焼
肉
を
囲
み
な
が
ら
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

酪農振興会鶴居支部　部員研修会酪農振興会鶴居支部　部員研修会

　
２
月
１
日・２
日
に
鶴
居・

白
糠
・
音
別
の
３
会
場
で
４

回
に
亘
り
、
中
堅
層
職
員
に

向
け
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央

会
根
釧
支
所
よ
り
岡
田 

悠

次
長
と
佐
久
間 

一
歩
氏
を

迎
え
「
若
手
を
育
て
る
心
構

え
」
を
テ
ー
マ
に
、
職
場
環

境
の
悪
循
環
や
若
年
層
職
員

と
の
接
し
方
の
ヒ
ン
ト
、「
怒

る
」
と
「
叱
る
」
の
違
い
な

ど
に
つ
い
て
学
び
、
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　
翌
週
は
、
仕
事
の
原
点
で

も
あ
る
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

視
聴
し
、
人
と
の
繋
が
り
の

大
切
さ
や
、
自
分
が
成
長
し

て
い
く
う
え
で
気
付
か
な
い

所
で
支
え
て
も
ら
っ
て
い
る

事
を
再
確
認
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

　
今
後
も
継
続
的
に
研
修
会

等
を
実
施
し
、
よ
り
良
い
職

場
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

コンプライアンス研修会を開催コンプライアンス研修会を開催

　
２
月
15
日
、
鶴
居
事
務
所
２
階

大
会
議
室
に
て
Ｊ
Ａ
役
職
員
８

名
、青
年
部
役
員
６
名
が
出
席
し
、

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
方
針
に
つ
い

て
、
よ
り
知
識
を
深
め
る
と
と
も

に
、
Ｊ
Ａ
運
営
に
よ
り
積
極
的
に

参
画
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
Ｊ

Ａ
職
員
の
育
成
や
事
業
運
営
（
金

融
共
済
事
業
、
購
買
事
業
等
）、

組
合
員
経
済
、
更
に
は
新
規
就
農

対
策
等
に
つ
い
て
積
極
的
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
今
後
も
Ｊ
Ａ
事
業
へ
の
参
画
、

ま
た
青
年
部
員
そ
れ
ぞ
れ
が
次
代

を
担
う
農
業
者
と
し
て
の
意
識
を

高
め
る
た
め
、
継
続
的
に
懇
談
会

を
実
施
し
て
い
き
た
い
」
と
皆
さ

ん
前
向
き
で
し
た
。

青年部役員と常勤役員・職員との懇談会青年部役員と常勤役員・職員との懇談会

鶴居会場 白糠会場 音別会場

5



釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
　

近
年
、
発
生
数
が
増
加
し
て
い
る
牛

伝
染
性
リ
ン
パ
腫
（
旧
牛
白
血
病
）
と
、

そ
れ
を
引
き
起
こ
す
牛
伝
染
性
リ
ン
パ

腫
ウ
ィ
ル
ス（
旧
牛
白
血
病
ウ
ィ
ル
ス
）

に
つ
い
て
改
善
事
例
を
紹
介
し
ま
す

１　

病
態
と
影
響
に
つ
い
て

　

牛
伝
染
性
リ
ン
パ
腫
ウ
ィ
ル
ス
に
感

染
し
た
牛
は
30
％
が
持
続
性
リ
ン
パ
球

増
多
症
（
以
下
ハ
イ
リ
ス
ク
牛
）
と
な

り
、
そ
の
ハ
イ
リ
ス
ク
牛
の
中
か
ら
２

～
５
％
が
牛
伝
染
性
リ
ン
パ
腫
を
発
症

し
ま
す
（
図
１
）。

　

症
状
が
な
く
て
も
、
免
疫
力
が
低
下

し
乳
房
炎
に
罹
患
し
や
す
い
（
図
２
）

他
、
乳
量
や
繁
殖
成
績
が
低
下
す
る
た

め
、
経
済
的
損
失
が
計
り
知
れ
な
い
病

気
で
す
。

２　

伝
播
経
路
と
改
善
事
例

　

牛
伝
染
性
リ
ン
パ
腫
ウ
ィ
ル
ス
の
伝

播
は
、
血
液
や
乳
汁
・
体
液
を
介
し
て

ウ
ィ
ル
ス
が
健
康
牛
の
体
内
に
侵
入
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
実
際

に
改
善
し
た
Ａ
農
場
（
フ
リ
ー
ス
ト
ー

ル
牛
舎
）
の
取
り
組
み
事
例
を
紹
介
し

ま
す
。

①
農
場
内
の
感
染
状
況
を
知
る

　

全
頭
の
血
液
検
査
で
ハ
イ
リ
ス
ク
牛

を
把
握
し
ま
す
。
潜
伏
期
間
が
長
い
の

で
、
半
年
か
ら
１
年
に
１
回
程
度
の
検

査
を
実
施
し
ま
す
。

②
感
染
牛
を
導
入
し
な
い

　

牛
の
導
入
時
や
預
託
先
か
ら
返
却
さ

れ
た
牛
の
再
導
入
前
に
血
液
検
査
を
実

施
、
感
染
状
況
を
把
握
し
ま
す
。

③
農
場
内
で
拡
げ
な
い

【
分
離
飼
育
】
非
感
染
牛
、
無
症
状
牛
、

ハ
イ
リ
ス
ク
牛
で
群
分
け
を
行
い
、
分

離
飼
育
し
ま
す
（
図
３
）。

【
作
業
順
序
】
機
械
や
手
指
を
介
し
た

牛
伝
染
性
リ
ン
パ
腫
ウ
ィ
ル
ス
伝
播
を

防
止
す
る
た
め
、
非
感
染
牛
か
ら
作
業

を
行
い
ま
す
。

【
垂
直
感
染
】
ハ
イ
リ
ス
ク
牛
か
ら
生

ま
れ
た
子
牛
は
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
た

め
、
後
継
牛
と
し
て
残
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。
初
乳
は
非
感
染
牛
由
来
、
も

し
く
は
60
℃
で
30
分
間
加
熱
し
た
も
の

や
一
度
完
全
に
凍
結
し
た
も
の
を
給
与

し
ま
す
。

【
直
腸
検
査
・
除
角
・
削
蹄
・
注
射
】

　

注
射
針
や
直
検
手
袋
を
使
い
回
さ
ず
、

１
頭
ず
つ
必
ず
交
換
し
ま
す
。
ま
た
、

削
蹄
や
除
角
で
使
用
す
る
器
具
を
１
頭

ご
と
に
消
毒
し
ま
す
。
出
血
を
伴
う
処

置
で
あ
れ
ば
、
確
実
に
止
血
を
行
い
ま

す
。

【
吸
血
昆
虫
対
策
】
牛
伝
染
性
リ
ン
パ

腫
ウ
ィ
ル
ス
感
染
牛
の
血
液
を
吸
血
し

た
吸
血
昆
虫
が
、
非
感
染
牛
を
続
け
て

吸
血
し
伝
播
し
ま
す
。
吸
血
昆
虫
の
発

生
時
期
に
牛
舎
周
囲
に
防
虫
ネ
ッ
ト
や

ア
ブ
ト
ラ
ッ
プ
の
設
置
、
牛
に
プ
ア
オ

ン
剤
の
塗
布
や
耳
標
タ
イ
プ
の
忌
避
剤

を
装
着
し
ま
す
。
ま
た
、
吸
血
昆
虫
の

発
生
場
所
に
昆
虫
成
長
抑
制
剤
を
散
布

し
ま
す
。

【
改
善
結
果
】
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の

結
果
、
Ａ
農
場
は
規
模
拡
大
し
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
ウ
ィ
ル
ス
陽
性
率
が
52.1
％

か
ら
19.6
％
に
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
（
図
４
）。
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及
セ
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Ｈ
Ｐ

　
　
　

は
こ
ち
ら
へ
→

牛
伝
染
性
リ
ン
パ
腫
に
つ
い
て図１ 発症フロー

図２ 牛伝染性リンパ腫ウィルス感染と乳房炎

図３ フリーストー
ル牛舎の群分け例

図４ 陽性率の推移
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の
で
、
半
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に
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程

１
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度
の
検
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を
実
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ま
す
。
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や
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に
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。
初
乳
は
非
感
染
牛

由
来
、
も
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も
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や
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に
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ウ
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血
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ウ
ィ
ル
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）
に
つ
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て
改
善
事
例
を

紹
介
し
ま
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とと
影影
響響
にに
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てて
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に
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し
た
牛
は
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が
持
続
性
リ
ン
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パ
球
増
多
症
（
以
下
ハ
イ
リ
ス
ク
牛
）

と
な
り
、
そ
の
ハ
イ
リ
ス
ク
牛
の
中

か
ら

～

％
が
牛
伝
染
性
リ
ン
パ

２
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腫
を
発
症
し
ま
す
（
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）
。

症
状
が
な
く
て
も
、
免
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力
が
低

下
し
乳
房
炎
に
罹
患
し
や
す
い
（
図

図１ 発症フロー

２
）
他
、
乳
量
や
繁
殖
成
績
が
低
下

す
る
た
め
、
経
済
的
損
失
が
計
り
知

れ
な
い
病
気
で
す
。

伝伝
播播
経経
路路
とと
改改
善善
事事
例例

２２
牛
伝
染
性
リ
ン
パ
腫
ウ
ィ
ル
ス
の

伝
播
は
、
血
液
や
乳
汁
・
体
液
を
介

し
て
ウ
ィ
ル
ス
が
健
康
牛
の
体
内
に

侵
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま

す
。
実
際
に
改
善
し
た

農
場(

フ
リ

A

ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎)

の
取
り
組
み
事
例

を
紹
介
し
ま
す
。

①
農
場
内
の
感
染
状
況
を
知
る

全
頭
の
血
液
検
査
で
ハ
イ
リ
ス
ク

牛
を
把
握
し
ま
す
。
潜
伏
期
間
が
長 図２ 牛伝染性リンパ腫ウィルス感染と乳房炎

い
の
で
、
半
年
か
ら

年
に

回
程

１

１

度
の
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

②
感
染
牛
を
導
入
し
な
い

牛
の
導
入
時
や
預
託
先
か
ら
返
却

さ
れ
た
牛
の
再
導
入
前
に
血
液
検
査

を
実
施
、
感
染
状
況
を
把
握
し
ま
す
。

③
農
場
内
で
拡
げ
な
い

【
分
離
飼
育
】
非
感
染
牛
、
無
症
状

牛
、
ハ
イ
リ
ス
ク
牛
で
群
分
け
を
行

い
、
分
離
飼
育
し
ま
す(

図
３)

。

【
作
業
順
序
】
機
械
や
手
指
を
介
し

た
牛
伝
染
性
リ
ン
パ
腫
ウ
ィ
ル
ス
伝

播
を
防
止
す
る
た
め
、
非
感
染
牛
か

ら
作
業
を
行
い
ま
す
。

【
垂
直
感
染
】
ハ
イ
リ
ス
ク
牛
か
ら

生
ま
れ
た
子
牛
は
感
染
リ
ス
ク
が
高

い
た
め
、
後
継
牛
と
し
て
残
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。
初
乳
は
非
感
染
牛

由
来
、
も
し
く
は

℃
で

分
間
加

60

30

熱
し
た
も
の
や
一
度
完
全
に
凍
結
し

た
も
の
を
給
与
し
ま
す
。

【
直
腸
検
査
・
除
角
・
削
蹄
・
注
射
】

注
射
針
や
直
検
手
袋
を
使
い
回
さ
ず
、

頭
ず
つ
必
ず
交
換
し
ま
す
。
ま
た
、

１

図３ フリーストー

ル牛舎の群分け例

削
蹄
や
除
角
で
使
用
す
る
器
具
を
１

頭
ご
と
に
消
毒
し
ま
す
。
出
血
を
伴

う
処
置
で
あ
れ
ば
、
確
実
に
止
血
を

行
い
ま
す
。

【
吸
血
昆
虫
対
策
】
牛
伝
染
性
リ
ン

パ
腫
ウ
ィ
ル
ス
感
染
牛
の
血
液
を
吸

血
し
た
吸
血
昆
虫
が
、
非
感
染
牛
を

続
け
て
吸
血
し
伝
播
し
ま
す
。
吸
血

昆
虫
の
発
生
時
期
に
牛
舎
周
囲
に
防

虫
ネ
ッ
ト
や
ア
ブ
ト
ラ
ッ
プ
の
設
置
、

牛
に
プ
ア
オ
ン
剤
の
塗
布
や
耳
標
タ

イ
プ
の
忌
避
剤
を
装
着
し
ま
す
。
ま

た
、
吸
血
昆
虫
の
発
生
場
所
に
昆
虫

成
長
抑
制
剤
を
散
布
し
ま
す
。

【
改
善
結
果
】
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

の
結
果
、

農
場
は
規
模
拡
大
し
た

A

に
も
関
わ
ら
ず
、
ウ
ィ
ル
ス
陽
性
率

が

％
か
ら

％
に
減
少
さ
せ
る
こ

52.1

19.6

と
が
で
き
ま
し
た
（
図
４
）
。

（
令
和
六
年
一
月
作
成
）

普
及
セ
ン
タ
ー

は
ＨＰ

こ
ち
ら
へ
→

図４ 陽性率の推移

釧路農業改良普及センター 釧路中西部支所
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本　店　共　済　課　☎0154-64-5477

幌呂支店金融共済課　☎0154-65-2312

白糠支店金融共済課　☎01547-2-2183

音別支店金融共済課　☎01547-6-0333

8



・ 正解者3名の方にすてきなプレゼントをさしあげ
ます。

　 なお、正解者多数の場合は抽選とさせていただき
ます。

《応募方法》
　左下の部分を鶴居事務所 管理課まで
　 FAX（0154-64-2315）をいただくか、切り取って

いただき各事務所へ提出してください。
《締め切り》
　2024年3月22日まで
　当選者の発表は4月号にて発表します。
　 プレゼントのお渡しは郵送にて発送いたします。

キ
リ
ト
リ

3月号の答え

住所

氏名

ペンネーム
※氏名とペンネームは必ず記入願います。

電話番号
ご意見や季節のつぶやきなどの一言をお寄せください。

応募者の個人情報は厳正に管理し本応募以外の目的には使用しません。

ククロスロスワワードードパパズルズル

どなたでも応募できますので
たくさんの応募お待ちしております。 9

・つぶやきコーナー

A B C D E

・�・�光る君～私にとっては牛達！可愛い仔牛の時から育て方ひとつで私光る君～私にとっては牛達！可愛い仔牛の時から育て方ひとつで私
達に楽しみ、苦しみを与えてくれて大きくなったら、恩返しの様に達に楽しみ、苦しみを与えてくれて大きくなったら、恩返しの様に
美味しい牛肉、肉を提供してくれる。牛、最高！美味しい牛肉、肉を提供してくれる。牛、最高！�� （（光る君）光る君）

・�・�乳製品でいつも美味しいパン、スイーツを作り楽しんでいます。乳製品でいつも美味しいパン、スイーツを作り楽しんでいます。
�� （（喫茶サボール喫茶サボール））

・�・�ツルイのチーズ、今年もお中元であちこちに贈ります！ツルイのチーズ、今年もお中元であちこちに贈ります！�� （（テツテツ））

・�・�さいきんゆきは、ペット２のポメラニアンに出てくる子みたいです。さいきんゆきは、ペット２のポメラニアンに出てくる子みたいです。
�� （（ゆきゆき））

・�・�雪解けが進み、桜だよりがあちこちから…春の訪れを感じ、心ウ雪解けが進み、桜だよりがあちこちから…春の訪れを感じ、心ウ
キウキ。日差しも暖かく、春には何の種を蒔くか思案中！キウキ。日差しも暖かく、春には何の種を蒔くか思案中！
�� （（牛大好き牛大好き））

・�・�２月なのに暖かい日が続いて気持ちがいいけどいつまで続くのか２月なのに暖かい日が続いて気持ちがいいけどいつまで続くのか
�� （（Ｓ・ＭＳ・Ｍ））

・�・�少しずつ暖かくなってきました！春が待ち遠しいです!!�少しずつ暖かくなってきました！春が待ち遠しいです!!� （（ハヒブルハヒブル））

今回の答えは４月号に掲載するよっ！！

2 3 7 9 12
２月号
の答え

・テツ さん　・喫茶サボール さん　・光る君 さん

おめでとうございます!! ２月号の当選者

2　梅の木の枝ぶりが違う…
3　おばあちゃんがいる…
7　虫の長さが違う…
9　犬の右目が違う…
12　水がお茶に変わっている

ヨコのカギ
1　3月下旬から4月上旬までの学校の休暇
2　イエスの反対語
3　俳句や和歌で規定より音数が多いもののこと
4　いいかげんなことはしません
6　海に潜って貝などを採ります
9　どこからか梅の花の――が漂ってきた
10　卒業生が校長から卒業――を授与された
11　捕手とバッテリーを組みます
13　原稿――、投票――
14　雨宿りのときに借ります
16　姫路や彦根、松本のものが有名

タテのカギ
2　歌のうまさを競うイベント
5　釣りで使う擬餌針のこと
7　舌で感じ取るもの
8　日本一高いものは3776mあります
9　「峠の――」は群馬県・JR横川駅の名物駅弁です
11　人や車が行き来する道のこと
12　このような役を演じられるとは役者――に尽きます
14　ものを記憶する器官
15　ホルスタイン、ジャージーといえば
16　寄せ書きに使ったりサインをもらったり
17　—ホワイトデーに贈ることもある、ふわふわと軟ら

かいお菓子

ククロスロスワワードードパパズルズルににチチャレンジャレンジ‼‼
～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～



牛乳をも～っと食卓に

今月のミルクレシピ
はまぐりと菜の花の鉢蒸し・
苺の牛乳甘酒

定番具材でも牛乳で減塩

材料（２人分）
●はまぐりと菜の花の鉢蒸し
　　　卵…………………1個
　　　牛乳………… 180ml
　　　麺つゆ（3倍濃縮）
　　　　　…………小さじ1
菜の花
（下ゆでして3cm長さに切る）…… 50g

はまぐり…………………8個
酒……………………大さじ2

●苺の牛乳甘酒
牛乳………………… 180ml
甘酒………………… 100ml
苺…………………………5個

作り方
●はまぐりと菜の花の鉢蒸し
　①ボウルに卵を割り入れてよく溶き、牛乳、めんつゆを合わせる。
　②…はまぐりは殻をこすりあわせてよく洗い、酒蒸しにする。貝を取り出して残った汁はペーパータオルで
漉して①に加える。

　③器に貝と菜の花を入れて①を注ぎ、ラップをかける。
　④蒸し器（深めの鍋などでも可）に湯を沸かし、③を入れて強火で3〜5分間、弱火に変えて10分間蒸す。
　　※器の大きさ、材質により加熱時間は変わります。

●苺の牛乳甘酒
　①牛乳と甘酒を鍋に加えて温め、フォークでつぶした苺を入れて混ぜる。

基本

　
１
月
20
日
、
釧
路
パ
レ
ス

ボ
ウ
ル
で
管
内
Ｊ
Ａ
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
管

内
６
Ｊ
Ａ
・
各
連
合
会
の
役

職
員
約
１
０
０
名
が
参
加

し
、
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て

ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
４
チ
ー

ム
・
16
名
が
参
加
し
上
位
を

目
指
し
て
奮
闘
し
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
入
賞
に
は

届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す

が
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
い
う

事
も
あ
り
、
笑
顔
が
溢
れ
楽

し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
終
了
後
は
、

釧
路
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
新

年
交
礼
会
が
行
わ
れ
、
食
事

を
し
な
が
ら
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。

釧路管内ＪＡ役職員　ボウリング大会

チームワーク
ばっちり！

お
し
い
～

ス
ペ
ア
だ
～
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□ 先月行われたタンチョウフェスティバル、私は初めてお邪魔しました！
色々な企画の中でも、氷水に片足で立ちタンチョウになりきる耐寒競技
は、寒そうで辛そうだったけど見てて出場したくなりました！来年は親
子で狙いにいこうと思います☆
　 そして新しいラーメン屋【つるい軒】さんが出来ましたね♪もう食べた
方も多いと思います。「地域に必要とされるお店作りを目指している」
と話してくれた社長さんと店長さん。後々はメニューを増やし
て食堂のようにしていきたいという目標もあるようですよ♪鶴
居産の三恵豚を使用するなど食材にもこだわっていて、地域の
人のみならず観光などで訪れるたくさんの人に味わってほしい
ですね。連日混んでいて私はまだ食べれていません…早く食べた
い…オープンおめでとうございます！（小笠原）

■
編
集
発
行—

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
管
理
部
管
理
課

—
V
O
L
・
197—
令
和
6
年
3
月
発
行

■
印
刷
　
白
糠
印
刷
㈱

編 集 後 記
EDITOR’S—NOTE

理　事　会　報　告
1月定例理事会　令和６年１月30日（火曜日）
Ⅰ．報告事項　 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．１２月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について　
５．令和５年度決算見込みについて　
６．—個人情報保護に係る内部監査の報告につ

いて
７．—事務受託契約締結組織の無通告監査の報
告について

８．理事に対する資金の貸付報告について　
９．—幌呂育成牧場閉鎖に係る報告会の実施報
告について

—Ⅱ．付議事項　 
議案第１号　—みのり監査法人（期中監査Ⅱ）

経過概要報告について

議案第２号　共済担保資金の貸付について
議案第３号　固定資産の取得について
議案第４号　—令和４年度　畜産・酪農収益力

強化整備等特別対策事業（機械
導入事業）の承認について

議案第５号　諸規程の制定について
議案第６号　諸規程の一部変更について
議案第７号　代表理事の辞任について
議案第８号　—専務理事の報酬額の減額につい

て

Ⅲ．その他協議事項　 
１．—組合員の農業に係る現況照会について
２．当面の業務日程について
３．その他

■令和５年度 　生乳生産実績（1月）
月計乳量（㎏） 同月前年比（％） 累計乳量（㎏） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 8,861,215.9 100.2 88,660,303.9 97.9
鶴 居 地 区 3,367,373.2 103.0 33,666,267.4 99.2
幌 呂 地 区 2,611,958.0 101.9 25,668,888.0 100.5
白 糠 地 区 1,658,502.3 97.0 16,726,201.5 95.5
音 別 地 区 1,223,382.4 94.0 12,598,947.0 93.1

管 内 計 43,273,377.8 99.4 428,114,548.1 96.2
（前年度管内計） 43,529,520.3 445,020,495.7

ID→jakushirotancho

ＪＡくしろ丹頂ホームページ

今月号は小さな鶴が３羽隠れてます　　　　ぜひ探してみてね♪


